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今月の表紙（わが社のフレッシュ）

セブンイレブン留萌南町セブンイレブン留萌南町店店

　　杉 本 聖杉　本　聖　奈奈 さん さん

すぎもすぎもととすぎもと せせ　ななせ　な

セブンイレブン留萌南町店

　　杉　本　聖　奈 さん
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留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
に
よ
る
「
第
六
回
る
も
い
ワ
ン
コ

イ
ン
商
店
街
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が
八

月
二
十
四
日
臥
、
各
参
加
店
の
開
店
時

間
か
ら
午
後
三
時
ま
で
行
わ
れ
、
百
円
、

五
百
円
、
ツ
ー
コ
イ
ン
（
五
百
円
×
二

枚
）
千
円
の
お
得
な
商
品
を
目
当
て
に

地
域
の
住
民
が
商
店
街
に
集
ま
り
お
買

い
物
を
楽
し
ん
だ
。

　
本
事
業
は
、
消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
等
、
空
洞
化
が
進
む
中
心
市
街
地
に

賑
わ
い
を
創
出
し
、
商
店
街
へ
の
関
心

度
や
購
買
意
欲
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
今
年
で
三
年
目
、
通
算
で
六

回
目
の
開
催
と
な
り
、
衣
料
品
店
や
食

品
販
売
店
、
時
計
・
眼
鏡
店
等
四
十
六

店
舗
が
参
加
し
、
自
店
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
ワ
ン
コ
イ
ン
商
品
を
販
売
し
た
。

　
小
雨
が
降
る
中
、
開
店
前
か
ら
長
蛇

の
列
が
で
き
る
お
店
等
も
あ
り
、
市
民

ら
は
参
加
店
が
記
載
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を

み
な
が
ら
、
食
品
・
衣
料
品
等
を
購
入

す
る
人
や
食
事
を
す
る
人
達
で
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
お
店
を
知
っ
て
も
ら

う
事
を
目
的
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
行

わ
れ
、
参
加
店
で
お
買
い
物
を
し
て
ス

タ
ン
プ
を
三
個
集
め
る
と
一
回
抽
選
、

五
個
集
め
る
と
二
回
抽
選
で
き
、
商
店

街
の
商
品
券
等
が
あ
た
る
ガ
ラ
ポ
ン
抽

選
会
も
行
わ
れ
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
完
走
者
は
ガ
ラ
ポ
ン

抽
選
に
一
喜
一
憂
し
て
い
た
。

　
な
お
、
次
回
は
十
月
二
十
六
日
臥
に

開
催
致
し
ま
す
。

　
当
所
の
来
期
（
元
年
十
一
月
～
四
年

十
月
）
の
議
員
の
う
ち
、
選
挙
管
理
委

員
会
が
選
任
す
る
三
号
議
員
（
九
社
）

と
、
各
部
会
で
選
任
す
る
二
号
議
員

（
二
十
一
社
）
が
九
月
末
で
決
ま
り
ま

し
た
。
一
号
議
員
も
近
く
確
定
す
る
見

通
し
で
す
。

　
三
号
議
員
、
二
号
議
員
は
次
の
通
り
。

○
三
号
議
員

　
㈱
中
央
ス
ー
パ
ー
、
㈱
食
産
、
澤
井

石
油
商
事
㈱
、
㈱
堀
口
組
、
三
協
建
設

㈱
、
堀
松
建
設
工
業
㈱
、
㈱
加
藤
水
産
、

井
原
水
産
㈱
、
留
萌
信
用
金
庫

○
二
号
議
員

▽
商
業
部
会
　
㈲
日
東
商
事
、
㈲
豊
年

屋
商
店
、
㈱
田
中
青
果
、
㈱
フ
タ
バ

製
麺
、
モ
リ
モ
ト
家
具
店
、
三
協
石

油
㈱

▽
工
業
部
会
　
㈱
ハ
タ
ナ
カ
昭
和
、
㈲

田
村
木
材
店
、
山
高
建
設
工
業
㈱
、

㈱
光
和
自
動
車
整
備
工
場
、
白
鳥
建

設
工
業
㈱

▽
金
融
部
会
　
㈱
北
洋
銀
行
留
萌
支
店

▽
運
輸
港
湾
部
会
　
留
萌
ヰ
ゲ
タ
港
運

㈱
、
㈱
北
交
産
業

▽
水
産
部
会
　
㈱
浜
本
商
店
、
出
澤
水

産
㈱

▽
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
　
白
鴎
印
刷
㈱
、

㈱
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
、
㈱
錦
堂
、
㈱
イ

バ
ヤ
シ
、
㈱
萌
福
祉
サ
ー
ビ
ス

執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執
執執執執執

三三
号号
・・
二
号
議
員
決
ま

二
号
議
員
決
ま
るる

一
号
議
員
も
近
く
確

　
一
号
議
員
も
近
く
確
定定

第
六
回
る
も
い
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

第
六
回
る
も
い
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ーー

商
店
街

商
店
街
のの「
あ
の
店
」「
こ
の
店

「
あ
の
店
」「
こ
の
店
」」にに
お
得
な
商
品
が
ワ
ン
さ
か

お
得
な
商
品
が
ワ
ン
さ
か
！！

商
店
街
の「
あ
の
店
」「
こ
の
店
」に
お
得
な
商
品
が
ワ
ン
さ
か
！

留
萌
商
工
会
議

留
萌
商
工
会
議
所所

議
員
改

議
員
改
選選

留
萌
商
工
会
議
所

議
員
改
選

第
六
回
る
も
い
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
任
期
満
了
（
十
月
末
）
に
よ
る
当
所

部
会
の
役
員
改
選
が
各
部
会
で
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
九
月
末
ま
で
に
決
ま
っ
た
。

○
商
業
部
会
　
▽
部
会
長
　
森
　
毅

（
新
）▽
副
部
会
長
　
渡
邊
裕
久（
新
）、

土
田
悦
也（
再
）、
八
幡
洋
子（
再
）

○
工
業
部
会
　
▽
部
会
長
　
畑
中
修
平

（
再
）▽
副
部
会
長
　
中
川
修
光（
再
）、

堀
松
一
郎（
再
）、
堀
松
秀
樹（
再
）、

高
田
昌
昭（
再
）、
畠
山
　
博（
再
）、

西
野
秀
保（
再
）

○
金
融
部
会
　
▽
部
会
長
　
福
島
　
茂

（
再
）▽
副
部
会
長
　
村
上
憲
吾（
新
）、

中
野
　
了（
新
）、
福
士
幸
子（
再
）

○
水
産
部
会
　
▽
部
会
長
　
出
澤
太
幹

（
新
）▽
副
部
会
長
　
濱
本
浩
一（
再
）、

鈴
木
博
英（
新
）、
大
高
義
晃（
新
）

○
運
輸
港
湾
部
会
　
▽
部
会
長
　
沖
田

謙
司（
新
）▽
副
部
会
長
　
井
上
貞
幸

（
新
）、
住
吉
　
勉（
再
）、
藤
井
信
由

（
再
）

○
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
　
▽
部
会
長
　

鈴
木
康
伸（
再
）▽
副
部
会
長
、
西
谷

英
樹（
再
）、
串
橋
伸
幸（
新
）、
大
石

昌
明（
新
）、
菊
池
美
佐
子（
再
）、
神

周
一（
再
）、
澤
田
知
明（
再
）

各
部
会
役
員
の
改

各
部
会
役
員
の
改
選選

〈
部
会
の
開
催

〈
 部
会
の
開
催
 〉〉



　
第
三
六
五
回
常
議
員
会
が
九
月
十
三

日
画
午
前
十
一
時
か
ら
当
所
議
員
ク
ラ

ブ
室
に
て
行
わ
れ
、
塚
本
会
頭
、
関
野
・

辻
本
両
副
会
頭
、
川
村
専
務
理
事
ほ
か

常
議
員
十
二
名
、
柳
澤
監
事
、
村
上
青

年
部
副
会
長
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
、

全
議
案
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。

（
協
議
事
項
）

▽
第
一
号
　
定
款
変
更
（
副
会
頭
の
定

数
）
に
つ
い
て

▽
第
二
号
　
部
会
別
議
員
定
数
の
改
訂

に
つ
い
て

▽
第
三
号
　
第
二
三
一
回
臨
時
議
員
総

会
の
開
催
に
つ
い
て

▽
第
四
号
　
第
二
三
一
回
臨
時
議
員
総

会
の
提
出
議
案
に
つ
い
て

▽
第
五
号
　
第
六
十
回
留
萌
商
工
会
議

所
会
員
大
会
会
員
及
び
役
議
員
表
彰

に
つ
い
て

▽
第
六
号
　
参
与
の
移
動
に
つ
い
て

▽
第
七
号
　
会
員
入
会
の
諾
否
に
つ
い

て
▽
第
八
号
　
そ
の
他

（
報
告
事
項
）

▽
第
一
号
　
官
公
庁
等
へ
の
要
望
活
動

の
報
告
に
つ
い
て
。
他
十
件
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８月留萌港入出貨物

【積荷合計 ３隻】

・トド・カラ松丸太　 ３隻　４，００７弱

【揚荷合計 １７隻】

・石炭　 　 　　１隻　 １７，２８０ Ｍ/T

・セメント　　　 ４隻　 １７，７３５ K/T

・塩　　　　　  ２隻　　１，４９８ K/T

・砂　　　 　　 １隻　　１，５００弱

・油 　　　　　 ９隻（内航 ３５，１１０ K/L）

７月留萌港入出貨物
【積荷合計 ６隻】
・トド・カラ松丸太　　５隻　６，９１９弱
・小麦　 　 　　１隻 　　１，５００ K/T
【揚荷合計 １８隻】
・石炭 　　 　　１隻　　１８，８７０ Ｍ/T
・輸入ＡＳ　　　２隻　　 ３，０００ K/T
・風車（胴体）　　１隻 　２１４．７０７ K/T
・セメント　　　２隻　　 ８，５１３ K/T
・塩　　　　　　１隻 　　　３５０ K/T
・砂　　　　　　１隻　　 １，５００弱
・油　　　　　　１０隻（内航 ３９，５９０ K/L）

▽
８
月
１
日
　
ご
み
・
ゼ
ロ
運
動
・
第

１
回
選
挙
管
理
委
員
会
▽
８
日
　
広
報

委
員
会
・
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街
参
加
店

説
明
会
▽
９
日
　
地
域
振
興
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議
▽
　
日
　

２４

第
６
回
る
も
い
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店
街
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
▽
　
日
　
第
３
回
留
萌

２６

市
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
▽

　
日
　
外
部
監
査

２９▽
９
月
２
日
　
ご
み
・
ゼ
ロ
運
動
・
第

２
回
選
挙
管
理
委
員
会
▽
９
日
　
観
光

サ
ー
ビ
ス
部
会
役
員
会
・
運
輸
港
湾
部

会
役
員
会
・
第
７
回
ワ
ン
コ
イ
ン
商
店

街
開
催
に
向
け
た
打
合
せ
会
議
▽
　
日
１０

　
工
業
部
会
役
員
会
・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

例
会
▽
　
日
　
消
費
税
軽
減
税
率
制
度

１１

導
入
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
・
や
ん
衆
あ

ん
ど
ん
反
省
会
・
第
１
回
る
も
い
創
業

塾
▽
　
日
　
一
日
公
庫
・
商
業
部
会
役

１２

員
会
▽
　
日
　
第
　
回
常
議
員
会
▽
　

１３

３６５

１４

日
　
萌
商
会
９
月
例
会
▽
　
日
　
第
３

１７

回
選
挙
管
理
委
員
会
▽
　
日
　
働
き
方

１８

改
革
セ
ミ
ナ
ー
▽
　
日
　
第
　
回
旗
の

２４

６３

波
運
動
▽
　
日
　
工
業
部
会
・
観
光

２５

サ
ー
ビ
ス
部
会
▽
　
日
　
運
輸
港
湾
部

２６

会
▽
　
日
　
金
融
部
会
・
水
産
部
会

２７
業

務

日

業
　
務
　
日
　
誌誌

８
・
９
月

◎手形交換・不渡 留萌金融協会

不　渡　実　績交　　換　　高
不渡金額枚　数交換金額枚　数

０千円０枚４９５百万円３０２枚７月

０千円０枚８３７百万円２０９枚８月

◎貸　出 （単位：百万円）

総　額その他当座貸越手形貸付割引手形

５２，２３９４３，５５８６，０２６２，５０２１５３７月

５２，３９６４３，６０１５，８４１２，７２４２３０８月

◎預　金 （単位：百万円）

総　額その他定期預金普通預金等当座預金

１２１，２７５９９１６４，７９６５１，４３８４，０５０７月

１２０，３０４７１８６３，６４４５２，０３９３，９０３８月

第
三
六
五

第
三
六
五
回回

第
三
六
五
回

常

議

員

常

議

員

会会

常

議

員

会

　
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
を
実

施
致
し
ま
す
の
で
該
当
す
る
従
業
員

の
方
々
の
ご
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
勤
続
年
数
　
本
年
九
月
三
十
日
現

在
同
一
事
業
所
に
十
年
・
二
十
年
・

三
十
年
・
三
十
五
年
・
四
十
年
・

四
十
五
年
・
五
十
年
以
上
勤
務
さ

れ
て
い
る
従
業
員
。

▽
表
彰
は
　
十
年
・
二
十
年
は
当
所

よ
り
各
事
業
所
に
賞
状
と
記
念
品

を
お
届
け
致
し
ま
す
の
で
事
業
所

よ
り
渡
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
三
十
年
以
上
は
十
一
月
二

十
二
日
画
午
前
十
一
時
よ
り
当
所
に

於
い
て
表
彰
式
を
開
催
致
し
ま
す
。

▽
申
込
締
切
　
十
月
十
八
日
晶
ま
で

※
詳
細
は
当
所
業
務
課
に
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。（
維
四
二
倆
二
〇
五
八
）

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
の
ご
案

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
の
ご
案
内

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
の
ご
案
内

　
三
國
　
儀
勝
 
氏
（
七
十
九
才
）

㈲
三
国
板
金
　
代
表
取
締
役
　
栄
町
一

丁
目
　
九
月
二
十
六
日
逝
去

▽
経
営
一
般
　
百
六
十
九
件

▽
金
融
　
八
件
　
▽
税
務
　
十
四
件

▽
労
働
　
十
四
件
　
　
▽
計
二
百
五
件

相

談

件

相
　
談
　
件
　
数数

８
・
９
月
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留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
に
よ
る
「
軽
減
税
率
制
度
導
入
直

前
セ
ミ
ナ
ー
・
今
か
ら

で
も
間
に
合
う
最
低
限

お
さ
え
る
べ
き
ポ
イ
ン

ト
」
が
九
月
十
一
日
我

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

留
萌
産
業
会
館
で
開
催

さ
れ
七
名
が
参
加
し
た
。

　
講
師
に
は
一
般
社
団

法
人
日
本
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
コ
ー
チ
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

中
小
企
業
診
断
士
の
仲
光
和
之
氏
を
招

き
、
実
務
で
必
要
な
基
本
的
内
容
や
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
注
意
点
等
、
軽
減

税
率
制
度
導
入
に
向
け
た
最
低
限
必
要

な
準
備
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　
ま
た
、
飲
食
店
と
小

売
店
を
想
定
し
、
受
講

者
が
実
際
に
お
客
様
役

と
店
員
役
に
わ
か
れ
、

飲
食
店
編
で
は
、
八
月

に
予
約
し
た
十
月
開
催

の
宴
会
は
消
費
税
率
何

％
か
等
と
い
っ
た
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
が
行
わ

れ
、
受
講
者
は
軽
減
税
率
制
度
に
対
す

る
知
識
を
深
め
た
。

　
当
所
会
員
事
業
所
の
親
睦
と
交
流
を

目
的
に
開
催
し
て
い
る
萌
商
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
九
月
例
会
『
㈱
産
業
廃
棄
物

処
理
セ
ン
タ
ー
杯
』
が
九
月
十
四
日
臥

に
増
毛
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
二
十
八
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。

▽
優
勝
　
石
塚
辰
介
（
㈱
産
業
廃
棄
物

処
理
セ
ン
タ
ー
）
▽
準
優
勝
　
水
戸

繁
男
（
㈱
萌
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）
▽
一

位
　
田
村
　
裕
（
㈲
田
村
木
材
店
）

▽
二
位
　
庄
内
明
彦
（
留
萌
ヰ
ゲ
タ

港
運
㈱
）
▽
三
位
　
宮
越
克
隆
（
留

萌
市
役
所
ゴ
ル
フ
愛
好
会
）

　
な
お
、
萌
商
会
で
は
豪
華
景
品
を
用

意
し
て
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
萌
商
会
に
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当

所
業
務
課
（
電
話
４
２
倆
２
０
５
８
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

と
一
般
社
団
法
人
旭
川
産
業
創
造
プ
ラ

ザ
の
共
催
に
よ
る
、
る
も
い
Ｂ
ｉ
ｚ
Ｃ

ａ
ｆ
ｅ
「
第
一
回
る
も
い
創
業
塾
」
が

九
月
十
一
日
我
午
後
六
時
か
ら
留
萌
信

用
金
庫
本
店
五
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、

創
業
を
目
指
す
方
や
創
業
間
も
な
い
方

な
ど
七
名
が
受
講
し
た
。

　
る
も
い
創
業
塾
は
創
業
の
基
礎
知
識

を
四
日
間
に
分
け
て
解
説
し
、
創
業
へ

の
心
構
え
や
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
の
設
定
、

税
務
、
労
務
、
人
材
育
成
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、
創
業
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
第
一
回
目

と
な
る
創
業
塾
の
講
師
に
は
、
自
ら
保

育
士
と
し
て
長
年
保
育
現
場
に
た
ず
さ

わ
り
、
平
成
二
十
九
年
に
内
閣
府
の
企

業
主
導
型
保
育
事
業
を
活
用
し
て
開
園

し
た
、
う
れ
し
ぱ
保
育
サ
ー
ビ
ス
㈱
代

表
取
締
役
の
鶴
間
雅
之
氏
を
招
き
、

テ
ー
マ
「
創
業
の
体
験
談
・
創
業
の
心

構
え
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
受
講

者
は
熱
心
に
説
明
を
聞
き
な
が
ら
創
業

に
向
け
た
心
構
え
に
つ
い
て
学
ん
た
。

創
業
体
験

創
業
体
験
談談
・・
創
業
の
心
構
え
に
つ
い
て
学

創
業
の
心
構
え
に
つ
い
て
学
ぶぶ

る
も
る
も
いい
Ｂ
ｉ
ｚ
Ｃ
ａ
ｆ

Ｂ
ｉ
ｚ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅｅ「
第
「
第
 一一
 回
る
も
い
創
業
塾
」を
開

回
 る
も
い
創
業
塾
」を
開
催催

萌

商

会

九
 月
例
 会

石
塚
辰
介
氏
が
優
勝

　
当
所
は
不
祥
事
再
発
防
止
対
策
の
一

環
と
し
て
、
市
内
税
理
士
に
お
願
い
し

外
部
監
査
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
三

十
一
年
度
第
一
四
半
期
（
四
月
～
六
月
）

分
の
会
計
（
一
般
会
計
他
六
会
計
）
に

つ
い
て
八
月
二
十
九
日
牙
原
寿
志
税
理

士
の
外
部
監
査
を
受
け
、
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
と
の
ご
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
　
今
後
も
法
令
及
び
再
発
防
止
策
を
厳

守
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

第
一
四
半
期

外
部
監
査
を
実

第
一
四
半
期
 外
部
監
査
を
実
施施

平
成
三
十
一
年

平
成
三
十
一
年
度度

（
令
和
元
年
度

（
令
和
元
年
度
））

第
一
四
半
期
 外
部
監
査
を
実
施

平
成
三
十
一
年
度

（
令
和
元
年
度
）

　
留
萌
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

主
催
に
よ
る
「
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
・

個
別
相
談
会
」
が
九
月

十
八
日
我
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
留
萌
産
業
会

館
一
階
小
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
八
名
が
参
加
し

た
。
　
講
師
は
、
北
海
道
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
小
林

博
美
社
会
保
険
労
務
士

事
務
所
代
表
・
特
定
社

会
保
険
労
務
士
の
小
林

博
美
氏
を
招
き
開
催
さ
れ
た
。

　
働
き
方
改
革
は
多
様
で
柔
軟
な
働
き

方
を
選
択
可
能
に
す
る
社
会
を
追
求
し
、

長
時
間
労
働
の
是
正
、
公
正
な
待
遇
の

確
保
な
ど
を
目
的
と
し

て
本
年
よ
り
順
次
施
行

さ
れ
て
お
り
、
本
年
四

月
か
ら
施
行
さ
れ
た
有

給
休
暇
取
得
と
管
理
簿

の
作
成
・
保
存
の
義
務

化
、
令
和
三
年
か
ら
施

行
す
る
同
一
労
働
同
一

賃
金
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終

了
後
に
は
個
別
相
談
会

も
行
わ
れ
た
。

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ーー
・・
個
別
相
談
会
を
実
施

個
別
相
談
会
を
実
施

軽
減
税
率
制
度
導
入
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開

軽
減
税
率
制
度
導
入
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催催

消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相
談
等
事

消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相
談
等
事
業業

軽
減
税
率
制
度
導
入
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相
談
等
事
業



　
当
所
で
は
、
全
国
秋
の
交
通
安
全
運

動
の
一
環
と
し
て
九
月
二
十
四
日
峨
午

後
四
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の

三
十
分
間
、
交
通
安
全
旗
の
波
運
動
を

留
萌
市
・
留
萌
市
交
通
安
全
協
会
な
ど

の
関
係
機
関
の
協
力
と
留
萌
市
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
の
協
賛
で
、
交
通
量

の
最
も
多
い
国
道
二
三
一
号
線
の
本
町

十
字
街
交
差
点
か
ら
神
社
下
交
差
点
ま

で
の
区
間
で
実
施
し
た
。

　
こ
の
旗
の
波
運
動
は
、
商
店
街
を
通

る
車
輌
や
市
民
に
交
通
事
故
防
止
と
交

通
マ
ナ
ー
の
遵
守
を
啓
発
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、
こ
の
運
動

に
は
各
官
庁
、
奉
仕
団
体
と
各
商
店
街

振
興
組
合
の
役
員
や
組
合
員
・
塚
本
会

頭
の
他
当
所
役
議
員
、
中
西
留
萌
市

長
・
菊
地
警
察
署
長
の
他
交
通
安
全
関

係
者
合
わ
せ
て
約
三
百
四
十
名
が
参
加

し
て
、
参
加
者
全
員
が
黄
色
い
交
通
安

全
旗
を
持
っ
て
市
民
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に

交
通
事
故
防
止
を
訴
え
た
。
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当
所
青
年
部
（
折
居
巧
会
長
）
広
報

委
員
会
（
渡
辺
真
司
委
員
長
）
主
管
に

よ
る
事
業
例
会
「
会
員
増

強
例
会
～
全
員
で
繋
ご
う
、

仲
間
の
絆
」
が
九
月
十
八

日
我
午
後
七
時
か
ら
留
萌

産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
、

青
年
部
メ
ン
バ
ー
二
十
二

名
が
参
加
し
た
。

　
本
事
業
例
会
で
は
、
毎

年
、
卒
業
等
に
よ
り
会
員

数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

新
入
会
員
の
増
大
を
図
る

た
め
に
開
催
さ
れ
た
。

　
折
居
会
長
の
挨
拶
後
、

渡
辺
委
員
長
よ
り
趣
旨
説
明
を
行
い
、

第
一
部
で
は
、
当
青
年
部
の
武
田
相
談

役
よ
り
「
な
ぜ
会
員
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
講
義

し
て
い
た
だ
き
、
第
二
部

で
は
、
初
の
試
み
と
な
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

使
っ
た
テ
レ
ビ
講
義
で
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
千
葉
県
連

茂
原
商
工
会
議
所
青
年
部

と
繋
ぎ
、
茂
原
商
工
会
議

所
青
年
部
の
内
山
会
長
よ

り
「
茂
原
Ｙ
Ｅ
Ｇ
流
仲
間

づ
く
り
～
み
ん
な
で
楽
し

く
会
員
増
強
～
」
を
テ
ー

マ
に
会
員
数
を
十
九
名
か

ら
百
名
ま
で
増
や
し
た
手

法
な
ど
を
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
。

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
 広
報
委
員
会
事
業
例
会

『
会
員
増
強
例
会
～
全
員
で
繋
ご

『
会
員
増
強
例
会
 ～
全
員
で
繋
ご
うう
、、
仲
間
の
絆
』

仲
間
の
絆
』

　
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
三
十
二

回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
滝
川
大
会
が

九
月
二
十
日
画
～
二
十
一
日
臥
の
二
日

間
、
滝
川
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

総
勢
六
二
二
名
が
登
録
さ
れ
、
当
所
青

年
部
か
ら
折
居
巧
会
長
他
十
二
名
が
参

加
し
た
。

　
今
年
度
の
開
催
地
テ
ー
マ
は
「
維
新

躍
進
～
ｕ
ｐ
　
ｄ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
（
上
昇
気

流
）
滝
川
の
風
を
受
け
て
変
心
～
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
記
念
式
典
や
記

念
講
演
で
は
、
前
北
海
道
知
事
の
高
橋

は
る
み
氏
が
「
北
海
道
経
済
の
展
望
と

Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
の
期
待
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
。
ま
た
、
各
分
科
会
で
は
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
会
や
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
等
が
開

催
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
懇
親
会
は
松
尾

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
本
店
で
開
催
さ
れ
、
全

国
各
地
の
青
年
部
と
親
交
を
深
め
た
。

　
当
所
青
年
部
（
折
居
巧
会
長
）
研
修

委
員
会
（
石
田
純
一
委
員

長
）
主
管
に
よ
る
事
業
例

会
「
ド
ロ
ー
ン
を
体
験
し

よ
う
概
」
が
九
月
二
十
五

日
我
午
後
七
時
か
ら
留
萌

市
中
央
公
民
館
・
留
萌
市

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
青
年
部
メ
ン

バ
ー
十
五
名
が
参
加
し
た
。

　
本
事
業
例
会
で
は
、
最

先
端
技
術
を
持
っ
て
い
る

団
体
と
交
流
を
図
り
、
最

先
端
技
術
を
取
り
入
れ
て

い
る
こ
と
に
刺
激
を
受
け
、
自
社
企
業

へ
の
転
換
の
可
能
性
を
考
え
る
事
を
目

的
に
開
催
さ
れ
た
。

　
折
居
会
長
の
挨
拶
後
、

石
田
委
員
長
よ
り
趣
旨
説

明
を
行
い
、
留
萌
調
査
設

計
協
会
様
よ
り
「
ド
ロ
ー

ン
の
基
礎
知
識
お
よ
び
操

作
方
法
」「
空
撮
写
真
三
次

元
化
の
概
要
」
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
そ
の
後
、
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
一

人
五
分
程
度
ド
ロ
ー
ン
の

操
縦
体
験
を
行
っ
た
。

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部
 研
修
委
員
会
事
業
例
会

『
ド
ロ
ー
ン
を
体
験
し
よ

『
ド
ロ
ー
ン
を
体
験
し
よ
うう
概概
』』

交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全
旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗
ののののののののののの
波波波波波波波波波波波
運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動
ををををををををををを
実実実実実実実実実実実

交
通
安
全
旗
の
波
運
動
を
実
施施施施施施施施施施施施

交
通
安
全
旗
の
波
運
動
を
実
施

第第第第第第第第第第第第第
六六六六六六六六六六六六六
十十十十十十十十十十十十十
三三三三三三三三三三三三三

第
六
十
三
回回回回回回回回回回回回回回

第
六
十
三
回

留
萌
商
工
会
議
所
青
年

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部部

留
萌
商
工
会
議
所
青
年
部

第
三
十
二
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
滝
川
大
会
へ
参

第
三
十
二
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
 滝
川
大
会
へ
参
加加

第
三
十
二
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
 滝
川
大
会
へ
参
加



第641号（隔月１回発行） 令和元年10月15日 ⑥か い ぎ し ょ News

　先行き（２～３ヶ月先）における懸念材料
については、「景気対策の動向」が最も多く
29．1％、「個人消費の動向」が26．3％、
「税制の動向」が18．2％、「公共投資の動
向」が13．8％、「設備投資の動向」が4．5％、
「海外経済の動向」が3．6％、「その他」が
2．4％、「株式市場の動向」が1．2％、「為
替市場の動向」が0．8％となりました。

５）現在最も苦慮している経営上の問題点
について
　現在最も苦慮している経営上の問題点で
「売上の減少」が最も多く14．6％、次いで
「人手不足」が13．9％と続き、業種別の経
営上の問題点をみると建設業では「人手不
足」が最も多く、製造業・飲食業では「原
材料・仕入価格上昇」、運輸業・卸売・小
売業では「売上減少」、サービス業では「人
材育成」、金融保険業では「競争激化」、そ
の他では「経費の増加」が経営上の問題点
として割合が高くなっています。

Ⅳ　消費税増税と軽減税率制度について　
１）消費増税の影響について
　本年10月より消費税率が10％に増税さ
れる影響について最も多いのが「個人消費
の減少」40．1％、次いで「売上の減少」
「利益の減少」が共に21．7％、「影響は特に
ない」が16．1％となっています。

〈グラフ④〉

２）軽減税率制度（複数税率）導入への懸念
材料について
　酒類及び外食を除く飲食料品等について
は消費税率が８％となる軽減税率制度（複
数税率）についての懸念材料で最も多いの
が「特に問題がない」が42．1％、「煩雑な
経理処理」が22．6％、「事務負担の増加」
が21．3％、「レジなどの新たな設備投資」
が6．7％となっています。

３）「軽減税率対策補助金」について
　複数税率対応レジの導入や発注システム
の改修などの経費を補助する「軽減税率対
策補助金」について「知っている」が72．8％、
「知らない」が27．2％となり約７割が補助
金を知っているという結果になりました。

Ⅴ　事業承継について　　　　　　　　　
１）実質経営者の年齢と何代目かについて
　実質経営者の平均年齢は59．1歳で前回
調査と比較すると1．4歳上昇しています。
　また、何代目の実質経営者かについては
１代目・２代目が最も多く35．5％、次いで
３代目19．1％、５代目5．0％、４代目2．1％、
９代目1．4％、６代目0．7％となりました。

２）事業承継について
　事業承継についての考えについて「事業
承継の予定はない」が最も多く47．8％、次
いで「できれば承継したい」が29．1％、「ぜ
ひ承継したい」が23．1％となり約５割が
事業承継を希望しています。

３）後継者について
　後継者の状況について「決まっていない」
が最も多く71．9％、次いで「決まってい
る」が25．9％、「後継者を探している」が
2．2％となっており、前回調査と比較して
ほぼ横ばいとなっています。

４）事業承継の取組について
　事業承継への取組について、「何も取り
組んでいない」が最も多く68．2％、次いで
「近々取り組む予定である」「具体的に取り
組んでいる」が共に15．9％となっており、
前回調査と比較してほぼ横ばいとなりまし
た。

５）後継者が決まっていない理由について
　後継者が決まっていない理由について
「自分が若く代表を続ける」が最も多く31．5

％、次いで「廃業す

るため」が18．5％、「その他」17．3％、
「後継者候補がまだ若い」が12．3％、「複数
の後継者候補の適性を見極めている」が8．
6％となっており、前回の調査と比較する
と「自分がまだ若いので代表者を続ける」
が11．7ポイント増加し、「後継者候補がま
だ若い」が8．2ポイント減少しています。

６）事業承継への関心事について
　事業承継の関心事について「後継者の教
育・育成」が最も多く34．6％、次いで「後
継者の選定」が18．3％、「自社株式の評価」
「事業譲渡（Ｍ＆Ａ）」が共に11．1％、「相続
税・贈与税等」「事業譲渡に必要な資金調
達」が10．5％、「その他」が3．9％となり
ました。

７）事業譲渡（Ｍ＆Ａ）へのイメージについて
　事業譲渡（Ｍ＆Ａ）のイメージについて、
「有効な手段である」が最も多く40．0％、
次いで「手段・手続き等の知識が乏しい」
が28．2％、「その他」が10．9％、「信頼で
きる相談相手等がない」が10．0％、「役員・
従業員の理解が得られない」が7．3％、「情
報漏えい等が心配である」が3．6％となっ
ています。

Ⅵ　その他　　　　　　　　　　　　　　
　今後の商工会議所に対する要望・ご意見
等がありましたらお書きください。
１．商店街の活性化を望みます。
２．人口減少、年金問題、先行不透明の中、
地方の小売店は売上減少で苦しんでいま
す。商工会議所として何か具体案を示し
てもらいたいです。
３．年寄りの町になってきていて、消費が
減り、収入が減り、税金が高くなり、悪
循環になっている様に思う。何か良い方
法が。
４．アンケートの枚数が多すぎる。事務上
の手間を考慮して欲しい。

〈グラフ③〉昨年と比較した資金繰りの状況（平成30年度調査との比較）

〈グラフ④〉経営者の平均年齢（平成30年度調査との比較）
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【調査目的】
　全国的な人口減少と人手不足は地域経済
に深刻な影響を与え、加えて中小企業経営
者の高齢化が進展し、事業承継についても
大きな課題となっています。
　このような状況が長期化、深刻化するこ
とが懸念されており、当地域における現状
や問題点を把握し今後の諸施策のための資
料とする事を目的に「令和元年度 景気動向
及び事業承継に関する調査」を実施しまし
た。
【調査実施期間】
　令和元年６月18日～７月19日
【調査方法】
　当所会員事業所（583社）に調査票を送
付し、返信用封筒またはＦＡＸにて返信し
ていただき回収した。
【回答状況】
　583社のうち27．3％にあたる159社か
ら回答があった。

Ⅰ　貴社の業種等について　　　　　　　
１．回答事業所

２．従業員規模〈グラフ①〉

Ⅱ　貴社の業績動向について　　　　　　
１）前年と比較した売上高（又は販売数量）
について
　前年と比較した売上高（又は販売数量）に
ついて、「変わらない」と答えたのが最も多
く46．5％、次いで「悪い」が31．8％、「良
い」が15．3％、「大変悪い」5．1％、「大変
良い」1．3％となりました。〈グラフ②〉
　売上高（又は販売数量）が「良い・大変良
い」とした要因について、最も多かったの
は「顧客の増加（販路増加）」「新商品、新
サービスなどの売上増」の24．1％、次いで
「官公庁の発注増」が17．2％、「特殊事情に
よる一時的な売上げ増」が13．8％、「原材
料価格上昇に伴う売上増」が10．3％、「個
人消費の増加」が6．9％、「その他」が3．4％
となりました。
　前年と比較した売上高（又は販売数量）に
ついて「悪い・大変悪い」とした要因で最
も多かったのは「顧客の減少（販路減少）」
が最も多く42．0％、次いで「個人消費の減
少」25．9％、「その他」9．9％、「先行き不
透明感」8．6％、「官公庁の発注減」7．4％、
「雇用情勢の悪化」4．9％、「設備投資の減
少」1．2％となりました。

２）今後の利益見通しについて
　今後の利益見通しについては、「やや減
少する」と答えたのが最も多く38．2％、次
いで「変わらない」35．0％、「やや増加す
る」18．5％、「大幅に減少する」8．3％と
なりました。

Ⅲ　貴社の経営実態について　　　　　　
１）前年と比較した資金繰りの状況につい
て

　前年と比較した資
金繰りの状況につい
ては、「変わらない」

が68．6％で最も多く、次いで「やや厳し
い」が18．2％、「やや好転」が5．0％、「厳
しい」は7．5％、「好転」は0．6％となって
います。また、昨年同期と比較した資金繰
りの状況については「厳しい・やや厳しい」
の合計は8．6ポイントの増加、「好転・やや
好転」の合計が5．1ポイント減少となって
おり、資金繰りの悪化傾向がみられます。

〈グラフ③〉

　資金繰りが好転した要因については、
「売上の増加」が81．8％と最も多く、次い
で「金融機関の貸出姿勢の緩和」18．2％
となりました。
　資金繰りが厳しくなった要因については、
「売上の減少」が84．1％と最も多く、次い
で「その他」9．1％、「金融機関の貸出し姿
勢の厳格化」が6．8％となりました。

２）現時点での従業員数について
　現時点での従業員数について、「適正」と
答えたのが57．1％と最も多く、次いで「不
足」が40．3％、「過大」が2．6％となりま
した。
　「不足」と答えた方で、今後従業員を雇用
する予定はあるかについて、85．2％が「あ
る」と答え、前回調査と比較してほぼ横ば
いとなっています。

３）現時点での生産販売設備について
　現時点での生産販売設備について「適正」
が84．0％と最も多く、「不足」が14．6％、
「過大」は1．4％となり、前回調査と比較し
てほぼ横ばいとなっています。
　「不足」と回答した方で今後の設備投資の
予定について「ある」が81．0％、「ない」
が19．0％となりました。

４）先行き（２～３ヶ月先）における懸念材
料について

令和元年度 景気動向及び事業承継に関する調査結果

〈グラフ①〉回答事業所の従業員規模

〈グラフ②〉業績動向（平成30年度調査との比較）
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留萌商工会議所 入会のご案内

【入会資格】

　留萌市内で引き続き６ヵ月以上事業を営んでいる商工業者（法人・個人問わず）であれば規模・

業種・本・支店問わず入会頂けます。

【入会メリット】

○経営指導員がいつでも相談に応じます。

　記帳や決算・運転資金や設備資金借入のご相談

　各種補助金や事業計画のご相談等

○便利な各種共済制度に加入できます。

　小規模企業共済・中小企業退職金共済制度等

○事務代行業務

　労働保険に関する資格取得・資格喪失手続き事務代行

　留萌商工会議所は、多くの企業が会員として加入されることにより、地域総合経済団体として企

業の発展と地域産業の振興を図るための活動が高まります。皆様のご入会をお待ちしています。

噛年会費について

　１口5，000円（３口目からは3，000円）

　法人事業所は２口10，000円以上

噛入会方法

入会申込書にご記入頂きお申込み下さ

い。

※当所ホームページから入会申込書をプ

リントアウトできます。

　ＵＲＬ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｒｕｍｏｉ．ｏｒ．ｊｐ
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。

　
本
年
度
は
、
地
域
全
体
の
課
題
で

あ
り
ま
す
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
に

向
け
て
待
機
児
童
問
題
解
決
・
保
育

者
の
獲
得
と
い
う
と
こ
ろ
に
フ
ォ
ー

カ
ス
を
あ
て
て
活
動
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
本
例
会
は

現
役
の
学
生
と
現
場
で
働
い
て
い
る

保
育
者
を
実
際
に
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る

例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
悩
み
や
考
え

を
実
際
に
出
し
合
い
議
論
す
る
こ
と

で
双
方
の
不
安
や
ニ
ー
ズ
を
明
確
に

し
、
さ
ら
に
は
将
来
留
萌
に
帰
っ
て

こ
よ
う
と
思
え
る
確
か
な
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
を
築
い
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
行
い
、
例
会
終
了
後
に
は
こ
の

よ
う
な
機
会
が
あ
る
と
嬉
し
い
・
必

要
だ
と
の
声
も
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
例
会
で
得
た
検
証

を
も
と
に
生
産
年
齢
人
口
獲
得
・
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
の
推
進
を
目
指
し
、
留
萌

を
よ
り
よ
く
、「
い
ち
ば
ん
」
住
み
た

い
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 一
般
社
団
法
人
 留
萌
青
年
会
議
所

　
 留
倆
都
づ
く
り
委
員
会

　
副
委
員
長
　
鈴
　
木
　
暉
　
唯

一
般
社
団
法
人

　
留
萌
青
年
会
議
所

No.１７０
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　個人版事業承継税制は、青色申告（正規の簿記の原則によるものに限ります。）に係る事業（不動産貸付業等を除

きます。）を行っていた事業者の後継者※として円滑化法の認定を受けた者が、平成31年１月１日から令和10年12月

31日までの贈与又は相続等により、「特定事業用資産」を取得した場合は、①一定の要件のもと、贈与税・相続税

の全額の納税が猶予され、②後継者の死亡等、一定の事由により、納税が猶予されている贈与税・相続税の納税が

免除されるものです。

個人の事業用資産についての贈与税・相続税の
納税猶予・免除（個人版事業承継税制）

№ 81

　先代事業者（贈与者・被相続人）の事業の用に供されていた次の資産で、贈与又は相続等の日の属する年の前年

分の事業所得に係る青色申告書の貸借対照表に計上されていたものをいいます。

① 宅地等（400㎡まで）　　② 建物（床面積800㎡まで）

③②以外の減価償却資産で次のもの

・・固定資産税の課税対象とされているもの　　・・自動車税・軽自動車税の営業用の標準税率が適用されるもの

・・その他一定のもの（貨物運送用など一定の自動車、乳牛・果樹等の生物、特許権等の無形固定資産）

「特定事業用資産」とは

噛小規模事業者経営改善資金融資制度噛

商工会議所の推薦で
無担保・無保証人融資
が受けられます　　

★お問い合わせについては指導課まで
ＴＥＬ４２－２０５８

マル経資金
●運転・設備資金ともに２,０００万円以内

●返済は運転資金７年以内

●設備資金１０年以内

　金利1.21％ →
●融資対象
市内で１年以上営業し、半年以上商工会議所
の経営指導を受けている企業で、従業員が２０
人以下（商業・サービス業は５人以下）の個
人又は法人で税金を完納している方。

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ

中
小
企
業
相
談
所
だ
よ
りり

企
業

情

企
  業
　
　
 情
  報報

徳

必ずチェック　最低賃金！
使用者も、労働者も

北海道最低賃金
　北海道内で事業を営む使用者及びその

事業場で働くすべての労働者（臨時、

パートタイマー、アルバイト等を含む）

に適用される北海道最低賃金が次のとお

り改定されました。

厚生労働省
北海道労働局

労働基準監督署（支署）

効力発生年月日　令和元年10月３日

最低賃金 時間額　　　　　円861

※令和６年３月31日までに「個人事業承継計画」を都道府県知事に提出し、確認を受けた者に限ります。

詳細は国税庁ホームページ

ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｎｔａ．ｇｏ．ｊｐ/
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／
　
牙
　「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
 へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

１１

１４

員紹介 コー ナ ー会

噛会員紹介コーナーに掲載を希望される会員事業所様は当所 鼓 ４２－２０５８ までお問合せ下さい。

　
代
表
の
地
口
幸
雄
氏
は
上
川

町
出
身
。
留
萌
市
内
で
会
社
員

を
経
て
、
平
成
三
十
年
三
月
に

創
業
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
の
不
動
産
屋
さ
ん
と
し

て
留
萌
市
内
近
郊
を
業
務
範
囲

に
、
土
地
、
建
物
の
売
買
、
賃

貸
の
仲
介
を
行
っ
て
お
り
、
土

地
や
建
物
の
困
り
ご
と
の
相
談

等
、
住
宅
関
連
の
相
談
に
も
親

身
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
不
動
産
売
買
の
困
り
ご
と
や

賃
貸
物
件
を
お
探
し
の
際
は
、

「
創
和
ハ
ウ
ジ
ー
」へ
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

煙…商工会議所関連行事　噛…市内行事
※行事予定は変更になる場合がございます。詳細は主催者へお問合せ下さい。

１０～１２月 留萌商工会議所及び市内行事予定

「お客様に寄り添った対応を」

創和ハウジー

　代　表　
地口　幸雄 さん

留萌市南町４丁目102－9

ＴＥＬ 0164－43－0676

携帯 090－3118－7195

ＵＲＬ ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｓｏｕｗａｈｏｕｊｙ．ｃｏｍ/

営業時間／午前１０時～午後７時

定休日／不定休

Ｑ ＆ Ａ コ ー ナ ー
商工 会 議所 No.78

商工会議所について毎月お答えし ま す。

はい。個人事業承継計画の認
定を受けると相続税・贈与税
が猶予・免除されます。詳し
くはかいぎしょＮｅｗｓ10・11
月号９ページをご覧下さい。

具体的にはどういっ
た優遇ですか？？

個人版の事業承継税制
により税制優遇措置が
あります。

後継者に事業用資産
を引き継ぎたいので
すが。

１０月１６日昌噛郷土学習講座「北海道人造石油の軌跡」
（留萌市教育委員会 緯 ０１６４－４３－６６７７）

１０月１９日松噛ふなば学校「アウトドアマスターになろう」
（㈱エフエムもえる 緯 ０１６４－４３－１５０１）

１０月２５日晶煙留萌商工会議所青年部　臨時会員総会
１０月２６日松煙第７回るもいワンコイン商店街スタンプラリー
１１月１日晶煙臨時議員総会
１１月２日松煙第３回るもい創業塾
　 〃 　　噛ふなば学校「冬囲いマスターになろう」

（㈱エフエムもえる 緯 ０１６４－４３－１５０１）
１１月１０日掌噛第３１回留萌市子どもまつり

（留萌市青少年健全育成推進協議会 緯 ０１６４－４２－１８０８）
１１月１１日捷煙税を考える週間 街頭啓発
１１月１２日昇煙税を考える週間 税務講演会・税金クイズ
１１月１５日晶煙クラウド会計導入・活用セミナー
１１月１６日松煙第４回るもい創業塾
１１月１７日掌煙第１５３回日商簿記検定試験
１１月２２日晶煙永年勤続優良従業員表彰式
１１月２５日捷煙年末調整説明会
１２月７日松噛ふなば学校「木工クラフト作家になろう」

（㈱エフエムもえる 緯 ０１６４－４３－１５０１）
１２月２０日晶煙留萌市プレミアム付商品券 まちなか賑わい広

場（るもいプラザ内）での販売終了
１２月２３日捷煙留萌市プレミアム付商品券 留萌商工会議所で

の販売開始（令和２年２月１４日まで）

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
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胸自分のＰＲポイント
　（特技、資格、性格、座右の銘 等）

　ＰＯＰを描くのが得意です。

マイペースで結構天然なんです

…。

胸現在の担当業務
　レジ、品出し、ＰＯＰ、インスタグラム管理など。

胸現在の課題（毎日の仕事で注意している点 等）

　　誰もがまた来たいと思える接客や店作り。

胸今後の目標（仕事以外プライベートでもＯＫ）

　南町店のＰＯＰや留萌の良さをＳＮＳ等を通して発信し

ていく事が目標です。趣味のカメラもがんばりたい…！

胸留萌の好きな所・もの（お気に入りの場所や自然、食べ物、特産品 等）

　夕日、ルモンドのジェラート好きです…。よく食べま

す。

わが社のフレッシわが社のフレッシュュ

セブンイレブン留萌南町店

杉 　本     
すぎもと

　 聖　奈 　さん
せ　な

（留萌市出身 ・ １９歳）


